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はじめに

アカボシゴマダラ Hestina assimilis （Linnaeus, 1758） 
は, 中国南部から東部およびベトナム北部, 朝鮮半島,

台湾と日本では奄美諸島のみに分布するタテハチョウ
科 （Nymphalidae） の蝶である．中国やベトナム北部, 朝
鮮半島に分布する大陸個体群はH. a. assimilis （Linnaeus, 

1758） とH. a. inexpecta Masui and Tamai, 2011, 台湾に
分布する個体群は H. a. formosana （Moore, 1986）, 奄美
諸島に分布する個体群は H. a. shirakii Shirozu, 1955と
してそれぞれ知られる．このうち大陸に分布する個体
群由来とみられる個体が, 1990年代後半から関東周辺
において複数確認され, その後は関東に広く定着して

いる （岩野, 2010; 久保田, 2016; 松井, 2016）．茨城県で
は, 2011年に桜川市真壁町大塚新田で初めて目撃され
た （森, 2012）．2012年以降, 古河市や結城市, つくば
市など県西部で多数目撃, 採集されるようになった （柄
澤ほか, 2012など）．さらに 2014年以降は大子町など
茨城県北部や福島県でも報告されるようになり （有賀, 

2014; 佐々木, 2015など）, 現在は茨城県内に広く定着し
ている．
アカボシゴマダラ大陸個体群は, 本州に定着す
ることにより在来種のゴマダラチョウ H. persimilis 

（Westwood, [1850]）, やオオムラサキ Sasakia charonda 

（Hewitson, [1863]）, といった共通のニッチをもつ種に
悪影響を与える可能性があり, 2018年に特定外来生
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Abstract

　　The rapid expansion of the distribution area of Hestina assimilis assimilis in Ibaraki Prefecture is 

discussed. Since the first record in western Ibaraki in 2012, it had been reported in various areas in the 

prefecture, except the southeastern area, until 2015. This suggests that H. a. assimilis originated from the 

continental population and became widely established in Ibaraki Prefecture within several years.
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物に指定された．アカボシゴマダラは幼虫の食餌植
物がエノキ類 Celtis spp.であり, 同じくエノキを幼虫
の餌とする在来種のゴマダラチョウやオオムラサキ,

テングチョウ Libythea celtis （Laicharting, 1782） と餌資
源をめぐって競合する恐れが指摘されている （高桑, 

2012; 松本・森, 2021）．さらに同属のゴマダラチョウ
とは実験下で交配し, 幼虫が羽化した記録がある （石
垣, 2009）．また属は異なるが, 同じコムラサキ亜科 

（Apaturinae） のオオムラサキとも交尾行動を行うこと
が観察されているため （大石, 2011; 小池, 2019）, 遺伝
的攪乱や繁殖干渉が起こる可能性が指摘される （岩野, 

2010; 高桑, 2012; 松井, 2016）．東京都の小平市や東村
山市では, ゴマダラチョウの生息域にアカボシゴマダ
ラが侵入してからわずか 2年で, その地域の両種の総
個体数のうち 9割以上がアカボシゴマダラに置き換
わったという報告もある （松井, 2016）．また, 千葉県
我孫子市でも同様の観察例があり （田島, 2016）, この
ため, アカボシゴマダラ大陸個体群の現在の分布状況
や分布拡大傾向および生息密度の把握は, 在来種など
へのリスクの有無を判断するうえで重要である．
本研究では, 県内および隣接する県における過去の
アカボシゴマダラの採集・目撃記録を標本情報と地域
文献情報, またデータベースからも収集し, 茨城県内
の分布拡大の傾向とおおよその速度および定着状況に
ついて考察した．またこれまでに報告の少なかった鹿
行地域を中心に, 茨城県内で本種の分布と定着につい
て調査を行い, 新たに分布情報を得た．

材料および方法

1．茨城県および隣接する県における分布情報の収集

アカボシゴマダラは初期発生地点 （神奈川県藤沢
市） 以北では, 北東方向へ分布を拡大している （岩野,  

2010）．そこで, 茨城県および隣接する栃木県・埼玉
県・千葉県・群馬県・福島県内で発行されている地域
文献資料等およびミュージアムパーク茨城県自然博物
館に所蔵されている茨城県内採集標本のラベルをもと
に, 分布情報をプロットし, これらの県内の分布拡大
傾向を地図化した．茨城県内の分布に関する文献は,  

柄澤ほか （2012）, 森 （2012）, 森本 （2020）, 中川ほか 

（2013）, 小美玉生物の会 （2018）, 塩田 （2015）, 東海村
の自然調査会 （2018）, 佐々木 （2022） および 2013年
以降発行の「るりぼし」（水戸昆虫研究会） と「おけら」

（茨城昆虫同好会）,「茨城生物」 （茨城生物の会）, 2011

年以降発行の「月刊むし」について調査した （表 1）．
福島県・千葉県・埼玉県・群馬県・栃木県内の報告に
ついては, 2013年以降発行の「るりぼし」 （水戸昆虫
研究会）, 「InsecTOHOKU」 （福島昆虫ファウナ調査グ
ループ）, 2020～ 2022年発行の「ふくしまの虫」 （福
島虫の会）, 2011年以降発行の「房総の昆虫」 （千葉県
昆虫談話会）, 2008～ 2017年発行の「寄せ蛾記」 （埼
玉昆虫談話会）, 2011年以降発行の「インセクト」 （と
ちぎ昆虫愛好会）, 2011年の「かみつけ」 （群馬の蝶を
語る会）, 2011年以降発行の「月刊むし」を調査した 

（表 1）．データベースは「環境省いきものログ」 （環境
省自然環境局生物多様性センター） に掲載されている
情報のうち, 茨城県・埼玉県・栃木県・千葉県・福島
県のデータを参照した．地点が重複しているものは,

古い記録を使用し, 分布の拡大傾向が把握できるよう
に地図を作成した．また, 地点情報が市町村名のみで
あるものなど, 5 km以上の誤差が生じる可能性のある
位置情報は除いた．

2．茨城県のアカボシゴマダラの採集と分布地点の記録

水戸市では,「みとの自然ガイド BOOK」 （茨城生
物の会 （編）, 2019） を参考にし, エノキ Celtis sinensis 

Pers.を食樹とするオオムラサキの分布確認地点にお
いて, アカボシゴマダラの分布の有無を調査した．ま
た, 茨城県内において, これまでに報告が少なかった
鹿行地域を中心にアカボシゴマダラを探索した．採集
および確認は 2019～ 2021年の 5～ 10月, 2022年の
1～ 12月に行った．各地点においてエノキを探し, そ
の周辺を成虫が飛翔しているか, エノキの葉の表側に
幼虫が付いていないか, また根元に越冬幼虫がいない
かを目視で確認した．一部の個体について成虫は捕虫
網で採集し, 幼虫は付いていた葉ごと採集した．採集
した成虫は針刺し乾燥標本とし, 幼虫は 70％エタノー
ルを入れたバイアルに入れ, 液浸標本とした．これら
の証拠標本は採集地などの情報を書いたラベルを付し
て, 茨城大学理学部自然史標本コレクション （IUNH） 
に収蔵するか佐々木個人が保管している．
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結　　果

1．�茨城県および隣接する県における分布記録と分布

拡大傾向

ミュージアムパーク茨城県自然博物館所蔵標本で
は, 2012～ 2020年の間に県内で採集された 115点の
成虫標本を確認した．標本採集地点は坂東市, つくば
市, 守谷市, 牛久市, 土浦市, 猿島郡境町, 常総市で
あった．県内で発行された文献情報では, 2012～ 2022

年までに県内でアカボシゴマダラの採集・目撃を記録
した報告件数は 29件であった．これらの報告件数は
2015年にピーク （5件, 図 1） となり, 2017年までは,

アカボシゴマダラのみの分布を扱ったものが多い．一
方, 2018年以降は, 地域の蝶類相をまとめた複数の文
献において報告があり, いずれの報告においても 2014

～ 2015年以降は継続して確認されていた （井上, 2018; 

東海村の自然調査会, 2018; 廣瀬・畠山, 2020, 2021, 

2022; 石塚, 2020; 森本, 2020）．
2008～ 2022年の間に茨城県および隣接する千葉

県・埼玉県・栃木県・群馬県・福島県で成虫および幼
虫が確認されている地点を年別に地図上にプロットし
たところ, 分布地点は県西部から県央部および県北部
地域へと拡大し, 県内全域におよんでいた （図 2）．ま
た, 潜在的には生息可能であると思われるが, 隣接す
る栃木県の北部からは報告が少なかった．茨城県内で
は 2012年の最初の定着の報告以降, 2013年までは県
西部を中心とした分布であるが, 2015年以降は県内全
域で確認されている．また, 福島県では 2013年に福
島県猪苗代町, 2014～ 2015年には須賀川市, 田村市,

石川郡古殿町からも報告があった．
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渡邊, 2013.

Tochigi

月刊むし 青木, 2011b; 青木, 2016.
埼玉県 寄せ蛾記 赤羽, 2011; 安東, 2011; 新井, 2012, 2013; 新井・植田, 2011; 原, 2010; 平松, 2011; 堀, 2012; 星野, 

2011, 2012a, 2012b; 石塚, 2010, 2011; 石澤, 2008; 岩田, 2016; 亀井, 2011; 神久保, 2008; 加藤, 
2010; 川嶋, 2009, 2010; 小島, 2017; 小松, 2010; 工藤・工藤, 2010; 的場, 2011; 長畑, 2011; 中川, 
2010, 2013; 中村, 2010; 萩島, 2010; 大石, 2011, 2014; 齋藤, 2011; 須田, 2010; 巣瀬, 2017; 武田, 
2011; 利根川, 2008a, 2008b; 塘, 2012a, 2012b, 2013, 2015; 山崎, 2012; 綿引, 2010.

Saitama

表 1．茨城県および隣接する千葉県・福島県・群馬県・栃木県・埼玉県で発行されている地域文献資料と参照した文献.
Table 1. A list of local journals published by the citizen’s biological surveys on Ibaraki and neighboring areas, as Chiba, Gunma, 

Fukushima, Tochigi, and Saitama Prefectures. Literatures in which H. a. assimilis is recorded to are listed in the right column.
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2．県における新たな分布地点

水戸市では見川町, 小吹町, 田野市民運動場, 七ツ
洞公園, 藤井町藤が原, 千波公園, 大場町高野池周辺,

水戸市森林公園, 鯉淵町 （2地点）, 新原の 11地点の
うち 9地点で 9個体 （成虫 3, 幼虫 6） を採集した．ま
た, 七ツ洞公園と大場町高野池周辺では目視により夏
型成虫の飛翔を確認した （付表）．さらに, これまで
に報告の少なかった鹿行地域 （鉾田市, 行方市, 潮来
市, 鹿嶋市, 神栖市） および霞ヶ浦南側の地域 （稲敷
市, 河内町, 美浦村, 利根町） でも成虫および幼虫な
どを確認した （図 2, 付表）．

考　　察

アカボシゴマダラは神奈川県において 1990年代後
半に出現, 北上し, 東京都, 埼玉県, 千葉県と分布を
拡大した．茨城県へは 2012年頃に南西地域から侵入
し, 10～ 20 km /年の速度で分布を拡大し, 2015年に
は鹿行地域を除く県内全域で確認されていた．本種の
侵入初期の報告では, 分布拡大速度は 5～ 15 km /年 

（2003～ 2005年頃: 神奈川県藤沢市から相模野台地・
横浜市・川崎市・東京都町田市南部．松井, 2016） であ
り, また神奈川県藤沢市から埼玉県南部までの拡大速
度は約 10 km /年 （2003～ 2008年: 距離約 60 km） で
ある．これらと比較すると茨城県内の分布拡大速度 

（最大約 20 km /年） は大きい．2015年以降, 福島県で

も広く採集・目撃されており （図 2）, 茨城県北部地域
へは福島県側からの侵入の可能性も否定できない．茨
城県で発行されている複数の文献においても, 2015年
頃までに観察例数が増加していることが報告されてお
り （東海村の自然調査会, 2018; 佐々木, 2022）, この頃
までには広く分布を拡大している．県内における急速
な分布拡大の要因については, さらに詳細な解析を行
う必要がある．また県内ではすでに, 多くの場所で観
察されたため （図 2）, 個体群密度はかなり上昇してい
る可能性がある．
アカボシゴマダラ大陸個体群について, 日本国内で
放蝶由来とみられる最初の発生の報告がなされてか
らからすでに 20年以上が経過している．本調査のみ
ならず多くの研究で示されているように, 分布は拡大
する一方である．本種の分布は関東を中心としてい
るが, 気候的には日本のほぼ全域が潜在的な生息適地
である （斎藤ほか, 2014）．東北地方には食樹であるエ
ノキやエゾエノキ C. jessoensis Koidz.が分布している
ため, このまま北上を続け分布拡大することも充分に
可能性がある．また, 発生源である神奈川県藤沢市よ
り西方では太平洋側を中心に, 愛知県名古屋市 （杉坂, 

2021） や奈良県で定着している報告がある （坂本ほか, 

2022）．
アカボシゴマダラ大陸個体群は, 在来種であるオ

オムラサキやゴマダラチョウなど複数の蝶類への繁
殖干渉や競合が示唆されているが （高桑, 2012; 松井, 

2016）, これらの繁殖行動に関する観察や, 遺伝解析
による研究例は少なく, 具体的な被害は明らかになっ
ていない．しかし, 2018年には環境省により特定外来
生物に指定され, 駆除対象となった．在来生態系への
定量的・定性的生態リスク評価が充分になされていな
い現状では, リスクが明確でないことから, 具体的な
取り組みはほとんど行われていない．
国内には本種以外にも分布を拡大している蝶類は多

くあるが （石井, 2010; 井上・石井, 2016）, 人為的な放
蝶由来とみられる種で, かつ急速に分布を拡大してい
る例は, ほかの節足動物をとってみてもあまり類を見
ない．また, 比較的人為的な環境を好み, 自生以外に
も人為的に多く植えられているエノキ類を食樹として
利用することから, アカボシゴマダラ大陸個体群は典
型的な人為的導入の外来種の例と言ってよいであろ
う．日本に侵入し, 定着したアカボシゴマダラ大陸個
体群について, 今後, 適切な管理が必要なのか, ある

図 1．茨城県におけるアカボシゴマダラの目撃・採集報告
件数 （データベースを除く） の推移.

Fig. 1. Trends in the number of observation/collection records 
for Hestina assimilis assimilis in Ibaraki Pref.
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いは根絶にむけて具体的な対策を講じることが必要な
のかについて, 議論を深めることが重要である．また
そのために, 今後も分布拡大および個体群密度の変化
について調査を継続し, 繁殖干渉の有無や寄生生物,

および食樹植物なども含めたほかの生物との相互作用
について, 詳細な研究を行うことが必要である．
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図 2．茨城県および隣接する県におけるアカボシゴマダラの分布確認地点. 
地点の重複する記録は古いものを示し, 分布の拡大傾向が分かるように作図した．

Fig. 2. Distribution map of Hestina assimilis assimilis in Ibaraki Pref. and neighboring areas.
The oldest record for each point is shown on the map to show the trends of expansion of the distribution area. 
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（要　旨）

　諸岡歩希・海老澤武尊・中村千帆・佐々木泰弘．茨城県におけるアカボシゴマダラ Hestina 

assimilis�（チョウ目,�タテハチョウ科）�の分布拡大に関する考察．茨城県自然博物館研究報告　第

26 号（2023）pp.�53-62.�

　外来種アカボシゴマダラの茨城県における分布拡大の状況について, 県内および隣接する県
において発行されている地域文献資料およびデータベースを参照して地図化し, 考察した．2011

年に県西部にて目撃されて以降, およそ 3年で多くの地点で報告されており, 県内に広く分布し
ていると考えられる．

（キーワード）: 外来種, 市民科学, 分布図, アカボシゴマダラ.
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日立市 (Hitachi): 3exs, 入四間町, きららの里, N36˚38’4”, E140˚35’40”, YS; 5♂3♀, 久慈町 5丁目, 赤羽緑地公園, 

20.viii.2022, N36˚29’58”, E140˚36’34”, YS. 

ひたちなか市 (Hitachinaka): 1L (IV), 阿字ヶ浦町, ひたち海浜公園, 3.xii.2022, N36˚24’301”, E140˚36’00”, YS. 

常陸大宮市 (Hitachiomiya): 2♂, 山方, 陰陽山自然公園, 2.x.2022, N36˚37’44”, E140˚22’09”, YS; 1ex, 山方, 尺丈山登山
口, 22.v.2022, N36˚42’21”, E140˚17’14”, YS. 

常陸太田市 (Hitachiota): 2exs, 木崎一町, 24.vii.2022, N36˚32’10”, E140˚31’26”, YS. 

鉾田市 (Hokota): 1ex, 鉾田市大竹, 鹿島灘海浜公園入口付近, viii.2022, N36˚08’59”, E140˚34’39”, FM; 7L (IV) 1 empty 

pupal shell, 当間, 鉾田総合公園, 8.xii.2022, N36˚09’39”, E140˚29’22”, FM et al. 

稲敷市 (Inashiki): 1ex, 浮島, 妙岐の鼻, 9.ix.2022, N35˚57’45”, E140˚27’39”, YS; 1ex, 柴崎, 新利根川堤防, 21.vi.2022, 

N35˚54’11”, E140˚19’13”, YS; 2L (IV), 浮島, 和田公園, 5.xii.2022, N35˚58’33”, E140˚26’53”, FM. 

潮来市 (Itako): 5L (IV), 潮来市牛堀, 権現山公園, 17.xi.2022, N35˚57’39”, E140˚30’51”, FM. 

石岡市 (Ishioka): 3♀1♂, 石岡付近, 26–28.v.2020, 17–30.vii.2020, TE. 

常総市 (Joso): 2exs, 水海道諏訪町, 八間堀川土手, 14.ix.2022, N36˚01’30”, E139˚59’52”, YS. 

神栖市 (Kamisu): 1 empty pupal shell, 溝口, 神之池公園, 24.xi.2022, N35˚53’23”, E140˚40’27”, H. Fujimoto & T. Fukuda; 

1♀1ex1L (IV), 東深芝, 花王鹿島工場内, [1♀, 23.v.2022; 1ex1L (IV), 25.viii.2022], N35˚53’27”, E140˚40’33”, YS. 

鹿嶋市 (Kashima): 6L (IV), 鹿島市角折, 大野潮騒はまなす公園, 18.xi.2022, N36˚02’04.5”, E140˚37’40”, FM. 

かすみがうら市 (Kasumigaura): 1♀, 稲吉付近, 13.ix.2020, S. Saku. 

河内町 (Kawachi): 1ex, 手栗, 新利根川堤防, 21.vi.2022, N35˚53’22”, E140˚14’59”, YS. 

北茨城市 (Kitaibaraki): 1ex, 関本町小川, 4.ix.2022, N36˚56’06”, E140˚34’46”, YS. 

古河市 (Koga): 2exs, 名崎, 日野自動車古河工場, 11.vii.2022, N36˚10’44”, E139˚50’44”, YS. 

美浦村 (Miho): 4L (IV), 大谷, 光と風の丘公園, 5.xii.2022, N36˚00’11”, E140˚18’16”, FM. 

水戸市 (Mito): 2♂, 米沢町, 逆川緑地, 7.vii.2019, N36˚21’10”, E140˚27’45”, YS; 1ex, 見川町, 16.ix.2019, N36˚21’40”, 

E140˚25’41”, FM; 1♀, 見川町, 29.v.2020, N36˚21’37”, E140˚25’26”, FM; 1♀, 小吹町, 水戸市植物公園入口付近, 

29.v.2020, N36˚20’26”, E140˚25’14”, FM; 1L (II) , 田野町, 市民運動場, 5.viii.2020, N36˚25’13”, E140˚24’16”, TE; 

1ex, 下国井町, 七ツ洞公園, 12.viii.2020, N36˚26’25”, E140˚26’41”, TE; 1♂2exs, 藤ヶ原, 13.viii.2020, N36˚27’30”, 

E140˚23’37”, TE; 1L (III), 千波町, 20.viii.2020, N36˚22’21”, E140˚27’28”, TE; 1ex, 大場町, 高野池周辺, 27.viii.2020, 

N36˚19’49”, E140˚31’11”, TE; 1L (IV), 木葉下町, 水戸市森林公園, 2.ix.2020, N36˚25’45”, E140˚22’11”, TE; 1♂, 木葉
下町, 水戸市森林公園成沢地区付近, 5.ix.2021, S. Saku; 1L (III), 1L (IV), 鯉渕町, 22.x.2020, N36˚20’16”, E140˚21’16”, 

TE; 1L (III), 新原, 27.x.2020, N36˚23’39”, E140˚26’09”, TE. 

行方市 (Namegata): 3L (IV), 麻生, 羽黒山公園付近, 17.xi.2022, N35˚59’19”, E140˚28’51”, FM; 3L (IV), 手賀, 手賀ふれ
あいの森, 8.xii.2022, N36˚05’27”, E140˚26’59”, FM et al. 

桜川市 (Sakuragawa): 2L (IV), 高森, JR大和駅北, 29.i.2022, N36˚20’45”, E140˚04’22”, YS. 

下妻市 (Shimotsuma): 2exs, 長塚, 砂沼広域公園, 24.vi.2022, N36˚11’23”, E139˚56’40”, YS. 

高萩市 (Takahagi): 1ex, 中戸川, グリーンふるさとライン入り口, 21.viii.2022, N36˚43’37”, E140˚37’34”, YS. 

利根町 (Tone): 2exs, 中谷, 利根浄化センター脇, 22.ix.2022, N35˚51’10”, E140˚10’28”, YS.

成虫の場合は性別を表記した. 幼虫は Lで示し, 齢はカッコ内にローマ数字で示した. 次の採集者 /観察者名はカッコ内に示す略語で示
した; F. Saito-Morooka (FM), T. Ebisawa (TE), Y. Sasaki (YS).

付表．2019～ 2022年に県内において新たにアカボシゴマダラを確認した茨城県内の地点. 
Appendix.  New records of Hestina assimilis assimilis surveyed in 2019–2022, in Ibaraki Pref.




